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概 要 

最終更新日 ２０２２年８月２６日 

プロジェクト

名 
人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業 

プ ロ ジ ェ

クト番号 
Ｐ２０００６ 

担当推進部/ 

ＰＭまたは担

当者 

ロボット・AI 部 ＰＭ 芝田 兆史 （２０２２年９月現在） 

ロボット・AI 部 ＰＭ 大塚 亮太 （２０２１年４月～２０２２年５月） 

ロボット・AI 部 ＰＭ 仙洞田 充 （２０２０年４月～２０２１年３月） 

０．プロジェ

クトの概要 

我が国が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などの社会課題を解決するためには、AI

技術を適用する分野やタスクを更に拡大していく必要がある。 

これを実現するため、本プロジェクトでは、AI による推論結果を直接的に機械制御等に活用する

だけでなく、人とAIが相互に作用しながら共に成長し進化するシステム（以下「人と共に進化する

AI システム」という。）に係る基盤技術を研究開発する。 

また、「人と共に進化するAIシステム」等の社会への適用が円滑に進むよう、AI、特に機械学習

を利用したAIシステムについて、必要な品質が十分に担保されていることを確認・管理できる手法

を確立する。 

さらに、学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・導入を可能と

する汎用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤技術の開発を行う。 

１．プロジェ

ク ト の 位

置 付 け ・

必 要 性 に

ついて 

 我が国は「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において、世界に先駆けた「超ス

マート社会」の実現を目指して、生活の質の向上をもたらす人とロボット・AI との共生、ユーザー

の多様なニーズにきめ細かに応えるカスタマイズされたサービスの提供、潜在的ニーズを先取りし

て人の活動を支援するサービスの提供、地域や年齢等によるサービス格差の解消、誰もがサービス

提供者となれる環境の整備等の実現が期待される。 

 その方針の下に基盤技術の戦略的強化として、例えば AI とロボットとの連携が AI による認識と

ロボットの運動能力の向上をもたらすように、複数の技術が有機的に結び付くことで、相互の技術

の進展を促すことも想定されている。 

 さらに「AI戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI～」(2019 年 6月統合イノベーション戦略

推進会議決定)においては、中核基盤研究開発の一つに「文脈や意味を理解し、想定外の事象にも

対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開発」が設定された。 

 

この目標の下で、人と AI が相互に作用することで、人は AI の推論から新たな気づきを得て、AI

は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、人と共に進化するAIシステムの

実現が重要となる。 

加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然として存在している。 

 

 AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全性などの

品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、AI 技術を適

用する際の障壁となっている。 

 そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために大量のデータが必要と

なり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の適用が難しい。 

 

我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化するAI技術の基盤を確立し、上記

の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が必要となる。 

 

２．研究開発マネジメントについて 

  
プロジェク

トの目標 

①アウトプット目標 

本プロジェクトでは、非連続なブレイクスルーを生み出す基盤技術を研究開発し、その技術が開発

研究（本プロジェクトの成果を活用し、付加的な知識を創出して、新しい製品、サービス、システ

ム等の創出又は既存のこれらのものの改良を狙いとする研究をいう。）を開始できる水準までに達

することを本プロジェクトの目標とする。 

具体的には、2024年度までに、本プロジェクトの成果を活用した「人と共に進化するAIシステム」

に係る開発研究（製品開発ステージ）への着手率を 25 パーセント以上とする。 

 

②アウトカム目標 

本プロジェクトの成果により、実世界の様々な分野・タスクにおいて人と共に進化するAIシステム

が導入され、人との協調が求められる分野・タスクにおいてAIによる代替や人の新たな気づきによ

るビジネスの創出が期待される。特に社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、
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金融などの分野・タスクへの AI システムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には 2020 年度比で

20％以上向上することに資するとともに、2030 年には、RPA（Robotic Process Automation）世界

市場を約 320 億ドルに拡大し、日本のシェアも当初予測の 8％から 12％以上に拡大することに資す

ることをアウトカム目標とする。 

プロジェク

トの計画内

容 

主な実施事項 2020fy 2021fy 2022fy 2023fy 2024fy  

研究開発項目①  

人と共に進化する

AIシステムの基盤

技術開発 

  
 

   

研究開発項目②  

実世界で信頼でき

る AI の評価・管

理手法の確立 

   
 

  

研究開発項目③  

容易に構築・導入

できる AI の開発 
  

 
   

事業費推移 

(会計・勘定

別に NEDO が

負担した実

績額（評価

実施年度に

ついては予

算額）を記

載) 

(単位:百万

円) 

会計・勘定 2020fy 2021fy 2020fy 2023fy 2024fy 総額 

一般会計 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

総 NEDO 負担額 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

(委託) 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

開発体制 

経産省担当原課 産業技術環境局研究開発課プロジェクト産業室 

プロジェクト 

リーダー 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 辻井 潤一 

プロジェクト 

マネージャー 
ロボット・AI 部 芝田 兆史 

 

委託先 

研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

■サイボーグ AI に関する研究開発 

・（株）国際電気通信基礎技術研究所 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

・日鉄ソリューションズ（株） 

 

①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

■学習者の自己説明と AI の説明生成の共進化による教育学習支援環境 EXAIT

の研究開発 

・株式会社内田洋行 

・京都大学 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発(※) 

・慶應義塾 

・産業技術総合研究所 

・中部大学 

■進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発 

・キユーピー株式会社 

・東京医科大学 

・横浜国立大学 

■説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応

用 
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・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社 ChiCaRo 

■人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発 

・早稲田大学 

■モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 

・東京工業大学 

・GE ヘルスケア・ジャパン株式会社 

 

①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

■インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発 

・慶應義塾 

・公立はこだて未来大学 

・株式会社手塚プロダクション 

・電気通信大学 

・東京大学 

・株式会社ヒストリア 

・立教学院 

・株式会社Ａｌｅｓ 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

■熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開発 

・京都大学 

・産業技術総合研究所 

・三菱電機株式会社 

■説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応

用（※①－２テーマにまたがる） 

・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社 ChiCaRo 

■人と共に進化する AI オンライン教育プラットフォームの開発 

・コグニティブリサーチラボ株式会社 

・京都大学 

■人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤の開発 

・沖電気工業株式会社 

・東北大学 

・名古屋工業大学 

・理化学研究所 

■AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長技

術開発 

・産業技術総合研究所 

・東海国立大学機構名古屋大学 

・東海国立大学機構名古屋大学 

・理化学研究所 

■AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 

・関西大学 

・株式会社分子ロボット総合研究所 

・北海道大学 

■Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する人工知能基盤の

開発 

・サスメド株式会社 

 

①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

■商品情報データベース構築のための研究開発 

・アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社 

・ソフトバンク株式会社 

・パナソニック コネクト株式会社 

・株式会社ロボット小売社会実装研究機構 

 

研究開発項目② 「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

■機械学習システムの品質評価指標・測定テストベッドの研究開発 

・産業技術総合研究所 
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研究開発項目③ 「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

 

情勢変化へ

の対応 

・各研究テーマについては、NEDO 担当職員が進捗状況等を把握するととともに研究開発や実証等の

課題を把握し、個別に実施計画の変更やその他個別の対応を行った。 

 

評価に関す

る事項 

事前評価 
２０１９年度実施  担当部 ロボット・AI 部 

中間評価 
２０２２年度 中間評価実施 

３．研究開発

成 果 に つ

いて 

 

プロジェクト全体 

【中間目標】 

各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

＜成果＞ 

  「人と共に進化するAIシステム」に係る要素技術について、現実のタスク等に試験的に適用す

るとともに、課題抽出を実施した。各研究テーマの概要の下記研究開発項目①の成果を参照。 

 

研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

【中間目標】 

開発する各技術について、試験的に特定の分野に適用可能なレベルに達する。また、各要素技

術については試験的に特定の分野に適用し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

＜成果＞ 

 個別テーマについて各々で設定した中間目標を達成している。（個別テーマ内に一部目標

未達項目もあるが、同テーマ内で超過達成項目もあり、全体として目標を達成している） 

 一部のテーマについては EXPO 展示やプレスリリースを通じて市場（想定顧客）からの

フィードバックを得られる段階に達している。 

 技術推進委員会や技術指導等の場を通じて外部有識者からの指摘を受けて課題を整理し、

それらの解決に向かって取組を行っている。（個別の研究課題の最終的な統合の姿を明確

にすること、早期の実用化のために仕様の割り切りも検討すること等） 

 

研究開発項目②：実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 

【中間目標】 

・実際の事例に基づいて、具体的な品質評価・管理マニュアルを 3 件公開する。 

・品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事例に適用する。 

・テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開する。 

＜成果＞ 

 「自動運転向け物体認識」、「製造工場における外観検査」、「スマート車椅子向け人

検出」、「郵便番号認識」、「住宅価格予想」（計 5 件）に関する品質評価・管理マ

ニュアル（リファレンスガイド）を作成し公表した。 

 機械学習モデルの正確性や安定性の可視化・向上技術、安定性の計測技術、デバック・

ティスティング技術の研究開発を実施しそれぞれ具体的な実例に適用して論文等で成果

を公開している。一部下記テストベッドにも実装している。 

 機械学習品質評価テストベッド「Qunomon」のα版を公開しており、順次機能について

拡充を行っている。 

 

研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 

【中間目標】 

汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術など、AI システムを容易に構築する要素技術の有効

性を確認する。その際、具体的な事例で試験的に AI システムを複数件構築し、試験結果から、プ

ラットフォーム構築に向けた課題抽出を行う。 

 ＜成果＞ 

 汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術については基本的な技術を開発した。具体的

には実画像や人手によるアノテーションを必要せず、数式により生成した画像等により事

前学習済みモデルを構築する基本技術などを開発した。 
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 事前学習済みモデルを効率的に活用して AI システムを構築する技術の基本技術の開発を

行った。具体的には、学習済みモデルを用いて希少症例の疾患を診断するAIシステムを構

築する技術などの基本技術を開発した。 

 これらの研究開発において、現状の抽出された課題の例は以下のとおりである。 

    ・学習済みモデルを用いて希少症例の疾患を診断するAIシステムを構築する技術について

は、現場で実証し技術の有効性等について検証する。 

    ・大量のデータ及び事前学習済みモデル等を一元的に活用して、AI システムを構築するた

めの支援プラットフォームを構築する。 

投稿論文 208 件 

知的財産権 

(特許・著作権等) 

出願 36 件（うち外国出願 6 件） 

 

 2021 年度に知財戦略調査を行い、その結果を各テーマにフィードバックし

て特許等の出願方針を明確化して出願につなげた。 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 

研究発表・講演 487 件 

プレス発表 86 件 

受賞実績 29 件 

展示会出展 4 件 

４.成果の実用

化 ・ 事 業

化 に 向 け

た 取 組 及

び 見 通 し

について 

具体的な顧客ターゲットのあるテーマ（①－２，①－３）について 

 ステージゲート評価を行って可能性を見極めるとともに、EXPO や民間アワード応募等でのアウト

リーチを実施し、パートナー企業の獲得または独自ベンチャー設立ないし実施者自身での事業化を

目指す。複数のテーマにおいてパートナー候補との接触やベンチャー設立等の動きが始まってお

り、実用化・事業化の目標は達成可能な見通しである。 

 

より基盤的・汎用技術的なテーマ（①－１，②, ③）について 

 実験拠点の整備やソフトウェアの公開・提供により共同研究の開始やコンソーシアムの設立を進

め、そこから技術の提供やコンサルティング等のよる収益化や連携企業の事業化支援を目指す。複

数のテーマにおいて実験フィールドの整備やソフトウェアの公が行われるとともに企業との連携協

議が始まっており、実用化・事業化の目標は達成可能な見通しである。 

 

５．基本計画

に 関 す る

事項 

作成時期 ２０２０年１月 作成 

変更履歴 

２０２０年１０月 改訂（プロジェクトリーダー(PL)の委嘱に係る変更） 

２０２１年 ６月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM)の変更） 

２０２２年 ２月 改訂（研究開発項目①－４の追加） 

２０２２年 ５月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM, SPM)の変更） 

  


